
前回会議（第21回）の振り返り

【 報告事項 】

（１）市内循環バスの利用状況について
（２）試験運行ルートに関する意見等について
（３）乗降調査結果について

資料１

【 協議事項 】

（１）道の駅への循環バスの乗り入れについて

(1) 試走の結果
・川越観光自動車(株)が運行する、西１０の系統で「２便」の減便、１台の車両
で２つの系統を運行しているが、それ以降の便も「１５分以上」後ろ倒しとなる。

・(株)協同バスが運行する、西２１の系統で「１便」の減便、１台の車両で４つ
の系統を運行しているが、それ以降の便も「１０分以上」後ろ倒しとなる。

・減便となる便については、平均「１０人前後」の利用者がいる。
(2) 委員からの意見等
・駅までの所要時間が１０～１５分程度伸びてしまうことは、ルート再編時の
コンセプトと真逆の方向になる。

・減便の対象となる便では、かなりの人数が乗っているため、上回る需要がない
のであれば、道の駅へ乗り入れることは適切ではない。

・道の駅敷地内に乗り入れる場合、２時間以上の運行間隔を空けざるを得ないと
ころが２か所発生し、利用者の移動手段が減ってしまうため、道の駅へ乗り入れ
るべきではないと考える。

・道の駅の近辺には、徒歩３分圏内に「生涯学習センター入口」のバス停がある
ため、道の駅の施設としての性質上、そのバス停を利用し、工夫出来る点はすれ
ばよい。

(3) 協議結果
・減便となる便に日常でご利用されている方が多くいる状況や、今回、委員から
の意見等を踏まえ、道の駅に乗入れない場合に何ができるのかを含めて、次回の
会議において提示する。

・今後の会議においても、それまでの期間の状況を報告します。
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別記様式（ 第３ 条関係）  

会 議 録（ １ ）  

会議の名称 第２ １ 回桶川市地域公共交通会議 

開催日時 
令和８ 年２ 月１ ２ 日（ 木）  

（ 開会） 午前１ ０ 時０ ０ 分・ （ 閉会） 午前１ １ 時１ ０ 分 

開催場所 桶川市役所本庁舎５ 階 全員協議会室 

主宰者の氏名 桶川市長 小野克典 

議長の氏名 桶川市副市長 樋口悟史 

出席者氏名 

（ 委員）  

第１ 号委員： 樋口悟史 

第２ 号委員： 渡部 学、 鈴木貴大、 野口佳一 

第３ 号委員： 熊谷恵一、 新井俊之 

第４ 号委員： 関根 肇 

第５ 号委員： 藤田 貢 

第６ 号委員： 渡邉広美、 岩﨑隆志、 谷健治 

第７ 号委員： 川村英輝 

第８ 号委員： 松本一也 

第９ 号委員： 岡村敏之、 児玉憲一、 鈴木孝広、 川田敬之、 瀧本 哲 

欠席者氏名 

（ 委員）  

第２ 号委員： 田沼健一、 山科和仁 

第３ 号委員： 佐藤 学 

第６ 号委員： 築根英治、 北村あやこ 、 大隅俊和 

第９ 号委員： 西野常博 

事務局職員 

職名及び氏名 

環境経済部： 部長・ 天沼貞良、 副部長・ 辻本潤一 

安心安全課： 課長・ 千代 篤、 係長・ 蓑 佑樹、 主任・ 庄子征允 

主任・ 渡邉美希、 主事・ 古井萌乃 

会 

 

議 

 

事 

 

項 

 議 題  

【 確認・ 報告】  

（ １ ） 前回会議の振り 返り 及び会議録の確認 

（ ２ ） 市内循環バス の利用状況について  

（ ３ ） 試験運行ルート に関する 意見等について 

（ ４ ） 乗降調査について 

 

【 協議】  

（ １ ） 道の駅への循環バス の乗り 入れについて 

 

【 その他】  

（ １ ） キャ ッ シュ レ ス 決済の導入について 

（ ２ ） 市内循環バス （ 系統： 西１ ０ ・ 西１ １ ） のＩ Ｃ 運賃変更について 

（ ３ ） 今後のス ケジュ ールについて 
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配布資料  

〇 次第 

〇 座席表 

〇 委員名簿 

〇 桶川市内循環バス ルート 図 

〇 資料 1    前回会議の振返り ・ 第２ ０ 回会議録 

〇 資料 2    市内循環バス 利用状況 

○ 資料 3    試験運行ルート に関する 市民から の意見等 

〇 資料 4    乗降調査結果 

○ 資料 5-1～4  道の駅への循環バス の乗り 入れについて 

〇 資料 6    キャ ッ シュ レ ス 決済の導入について 

〇 資料 7    市内循環バス （ 系統： 西１ ０ ・ 西１ １ ） のＩ Ｃ 運賃変更について 

〇 資料 8    今後のス ケジュ ール 
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会 議 録（ ２ ）  

議 事 の 経 過 

発 言 者 発 言 内 容 

事務局 開会宣言。  

 委員紹介、 事務局紹介。  

本日の会議は委員２ ５ 名の内、 １ ８ 名の出席。  

過半数出席のため、 要綱に基づき 会議は成立と なる 。  

 

会長  会長挨拶 

 

議長  会議は原則公開と なっ ている が、 本日の会議で非公開と する 事項はあ

る か。  

 

事務局  なし  

 

議長 本日の会議は全て公開と する 。  

本日の傍聴希望者はいる か。  

 

事務局 傍聴希望者なし 。  

 

議長 本日の会議の会議録署名人は、 渡邉広美委員にお願いする 。  

 

委員  承諾 

 

議長 【 確認・ 報告】（ １ ） 前回会議の振返り 及び会議録の確認 

 

事務局  説明 ※資料１  

 

  ～ 意見等なし  ～ 

議長 【 確認・ 報告】 （ ２ ） 市内循環バス の利用状況について 

 

事務局 説明 ※資料２  

 

  ～ 意見等なし  ～ 

議長 【 確認・ 報告】 （ ３ ） 試験運行ルート に関する 意見等について 
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事務局 説明 ※資料３  

 

  ～ 意見等なし  ～ 

議長 【 確認・ 報告】 （ ４ ） 乗降調査について 

 

事務局  説明 ※資料４  

 

第９ 号委員 乗降調査の結果を確認いただく と 、 検討対象基準値はルート 再編前の

利用者数の半分の数値で設定し ている が、 その基準を 満たし ている かど

う かと いう 点では、 比較的明確な色が出てき たと いう のが私の感想であ

り 、 その次の段階に切り 替えていく 時期にき ている のではないかと 考え

ている 。  

 

議長  【 協議】 （ １ ） 道の駅への循環バス の乗り 入れについて 

 

事務局  説明 ※資料５ －１ ～４  

 

第９ 号委員  資料５ －１ ・ ２ の時刻表案については、 試走結果等を 基に作成さ れて

いる ため、 工夫を すればこ れ以上のダイ ヤを 設定でき る と いっ たこ と で

はないと 思う 。 道の駅を 盛り 上げたいと いう 意見はある と 思う が、 一方

でこ の会議は循環バス を ど のよ う に便利にする のか、 利用者が駅ま でど

れだけ短時間で行ける のかを テーマと し て、 ルート の再編を 進めてき た

こ と で、 利用者が付いてき たと いう こ と を 踏ま える と 、 道の駅敷地内へ

乗り 入れる 案は中々厳し い。 今は乗務員不足と いう こ と も あり 、 １ 便増

やすど こ ろ か、 現状維持自体がも のすご く 大変であり 、 お金を 掛ければ

解決する こ と でも ないため、 厳し いのではないかと 思う 。 循環バス が貢

献でき る こ と を 考える こ と は非常に大事だが、 道の駅へ循環バス を 乗り

入れる のではなく 、 例えば、 １ 日乗車券と 道の駅の買い物券を セッ ト に

し て、 割引価格で販売する 等、 別の形での連携を 考えていく 方が良いの

ではないか。  

 

第９ 号委員 道の駅開業当初は相当渋滞し ていたので、 バス の乗り 入れはその点が

少し 緩和さ れる と いっ た面はある と 思う が、 道の駅への乗り 入れについ

ては、 循環バス の運行状況や利用者と の関係を 考えて検討し ていければ

と 思う 。  

 



- 5 - 

第２ 号委員 前提と し て、 ルート 再編時のコ ン セプト は、 利用者を 早く 駅へ届ける

こ と であり 、 他の自治体のコ ミ ュ ニティ バス と は少し 異なり 、 通勤通学

ま である 程度守備範囲と し 、 それによ っ て高校生が市外又は県外の学校

に行ける こ と によ っ て、 桶川市のポテンシャ ルを 上げていける と いう 面

も あっ たと 思う 。 道の駅に乗り 入れる 場合、 駅ま での所要時間が１ ０ ～

１ ５ 分程度伸びてし ま う こ と は、 そのコ ン セプト と 真逆の方向になる 。

コ ン セプト は色々あればある 程良さ そう に思う かも し れないが、 多いと

１ 個にかかる ウ エイ ト が薄く なり 、 結局共倒れになる こ と を 懸念し てい

る 。 ま た、 桶川市の循環バス は年間約１ ８ 万人、 １ 日あたり に換算する

と 約５ ０ ０ 人が利用し ている が、 県内のコ ミ ュ ニティ バス でも ト ッ プク

ラ ス である 。 売れている 商品を 変える こ と によ り 、 売れなく なる と いう

怖さ は、 事業者側から 見ても 多分に秘めている のではないかと 考えてい

る 。 ま た、 資料５ －３ を 確認する と 、 減便の対象と なる 便では、 かなり

の人数が乗っ ている 。 １ 便当たり 、 川越観光自動車( 株) の便では１ ２ 人

と か１ ５ 人、 ( 株) 協同バス でも ８ 人程度と 多く の利用者がいる 。 こ の便

を 減ら し てでも 上回る 需要がないのであれば、 道の駅へ乗り 入れと いう

のは如何なも のかと 思う 。  

 

第２ 号委員 現在、 １ 時間に１ 本の頻度で循環バス を 運行し ている が、 道の駅に乗

り 入れる 場合、 ２ 時間以上の運行間隔を 空けざる を 得ないと こ ろが２ か

所発生し 、 利用者の移動手段が減ってし ま う ため、 道の駅へ乗り 入れる

べき ではないと 考える 。  

 

第６ 号委員 工夫し て何かでき る 方法はある のではないかと 思う ので、 今後考えて

いければと 思う 。  

 

第９ 号委員 現状ではかなり 厳し いと 思う と こ ろ だが、 工夫が出来る 点は是非にと

思う 。  

なお、 地図で見る と 道の駅の乗り 入れに、 それ程時間がかから ないよ

う に思う かも し れないが、 道の駅敷地内のバス の経路は、 奥に入り 転回

する こ と になる ため、 ど う 工夫し ても ＋５ 分よ り 短く なる こ と は無いだ

ろ う と 考える 。 一方で、 現状で最寄り の「 生涯学習センタ ー入口」 のバ

ス 停は道の駅から も すぐ 近い位置にある 。 病院なら 入口付近につける こ

と も 分かる が、 道の駅であれば施設の性質上、 歩いて来ていただく こ と

でよ いのではないかと 思う 。 その上で、 １ 便当たり の道の駅のバス 利用

者が多いのであれば、 道路を 整備する など の展開は考えら れる ため、 そ

う いっ た意味での工夫は考えら れる が、 現状の道の駅へ乗り 入れる 案は

やめた方がよ いのではないか思う 。  



- 6 - 

ま た、 最寄り の「 生涯学習セン タ ー入口」 を 利用し て道の駅へ行く 方

が現状それ程多く ないと いう 状況を踏ま えて、 シャ ト ルバス や最寄り の

「 生涯学習セン タ ー入口」 のバス 停に「 道の駅」 の名称を 入れて分かり

やすく する と いっ た工夫も 考えら れる のではないか。  

 

第９ 号委員 最寄り の「 生涯学習セン タ ー入口」 のバス 停に「 道の駅」 の名称を 追

加する こ と は良いと 思う 。 なお、 コ ミ ュ ニティ バス は地図アプリ に表示

さ れないと こ ろ が多く 、 移動手段の選択肢から 除外さ れてし ま う 可能性

がある ため、 地図アプリ と の連携など の工夫も １ つの選択肢と なる ので

はないか。  

 

議長 いただいた意見を踏ま え、 事務局はど う か。  

 

事務局 道の駅へ乗り 入れを 行う と 減便と なっ てし ま う 便に、 現状日常でご 利

用さ れている 方が多く いる 状況や「 生涯学習セン タ ー入口」 のバス 停が

道の駅から 近く にある 状況を 踏ま え、 本日委員の皆さ ま から いただいた

意見を基に、 工夫でき る 点を 考え、 次回の会議で提案し たい。  

 

第６ 号委員 資料３ の意見の中で、 道の駅にバス 停を 設置し てほし いと 意見があっ

たこ と や、 生涯学習センタ ー側から 道の駅に向かう 途中に階段があり 、

障害をお持ちの方は移動が困難だと 思う ので、 その点も 含めて検討を お

願いし たい。  

 

第２ 号委員 道の駅へ行く 方の属性について考えてみる と 、 桶川市に限っ た話では

ないが、 道の駅はそも そも 公共交通機関で行く こ と を 想定し ていないと

思う 。 なぜなら 、 バイ パス に作っ ている から である 。 想定し ている ので

あれば、 街の中心市街地に作る はずであっ て、 営業時間も 朝早く から 夜

遅く ま でで、 日常の買い物ができ る 施設と なっ ている はずだが、 そう で

はないこ と を 考える と 、 日常生活に密着し ていこ う と いう コ ミ ュ ニティ

バス の考え方と はベク ト ルが異なる のではないかと 思う 。 私が道の駅の

運営会社の社長であれば、 朝一等の催し 物がある 時だけシャ ト ルバス を

運行し ていけないか市に提案を する と 思う 。 ま た、 資料５ －１ を確認す

る と 、 桶川駅西口から 道の駅ま での所要時間が片道で約３ ０ 分掛かる 。

こ れでは利用し ないと 思う 。 私なら 間違いなく 車で行く 。  

 

事務局 先ほど 、 「 生涯学習セン タ ー入口」 のバス 停から 道の駅へ向かう 途中

に階段がある と 指摘があっ たが、 改めて確認し たと こ ろ 、 生涯学習セン

タ ーの敷地から 道の駅の敷地に行く 場合、 ス ロ ープやエレ ベータ ーが設

置さ れている ため、 現状改善さ れている 状況である 。  
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議長 事務局は本日委員の皆さ ま から いただいた意見を 踏ま え、 次回ま でに

検討する と いう こ と でよ いか。  

 

事務局 委員から いただいた意見を 踏ま え、 乗り 入れだけでなく 、 乗り 入れな

かっ た場合に何ができ る のかと いう と こ ろも 含めて、 次回の会議ま でに

提示でき ればと 考えている 。  

 

議長 【 その他】（ １ ） キャ ッ シュ レ ス 決済の導入について 

 

事務局  説明 ※資料６  

 

第６ 号委員 Ｑ Ｒ コ ード 決済の導入後は、 Ｓ ｕ ｉ ｃ ａ やＰ Ａ Ｓ ＭＯ と いっ た交通系

Ｉ Ｃ カード は廃止と なる のか。  

 

事務局 Ｓ ｕ ｉ ｃ ａ やＰ Ａ Ｓ ＭＯ 等の交通系Ｉ Ｃ カード は、 川越観光自動車㈱

のバス で引き 続き 使用する こ と ができ る 。 ㈱協同バス は現金のみの取り

扱いと なっ ている ため、 こ ちら に現金以外のＰ ａ ｙ Ｐ ａ ｙ や楽天ペイ の

キャ ッ シュ レ ス 決済を 導入し よ う と する も のである 。  

 

第２ 号委員 Ｑ Ｒ コ ード 決済について補足を さ せていただく が、 桶川市の循環バス

は均一運賃である ため、 Ｑ Ｒ コ ード 決済アプリ への運賃の入力も 簡単で

ある 。 ま た、 Ｑ Ｒ コ ード を 印刷し て車内に貼る だけで、 専用端末の設置

も 不要なため、 導入コ ス ト はバス １ 台あたり １ ， ０ ０ ０ 円程度と なる 。

ま た、 Ｑ Ｒ コ ード 決済は決済手数料が２ ％を 下回っ ている ため、 運営側

の負担を 減ら すこ と ができ る 。 高齢者については、 降車時、 周り の利用

者に迷惑を 掛けたく ないと いう 意識から 、 バス が停車する 前に立ち上が

り 、 出口ま で移動し よ う と する こ と がある が、 運転手がブレ ーキを 踏む

と 転倒し そう になる 方も いる 。 Ｑ Ｒ コ ード 決済は、 乗車中に運賃の入力

を 済ま せれば、 降車時は運転手の前で決済ボタ ン を 押すだけである た

め、 車内転倒事故防止にも 繋がる と 考えら れる 。  

 

第２ 号委員 利用者によ っ て運賃が異なる が、 ど のよ う に対応し ている のか。  

 

第２ 号委員 ２ ０ ０ 円用と １ ０ ０ 円用の２ 種類のＱ Ｒ コ ード を 車内に貼っ て運用し

ている 自治体も ある 。 ま た、 家族全員分の運賃を ま と めて入力でき る よ

う 金額の設定は敢えて行わず、 Ｑ Ｒ コ ード を １ 種類で運用し ている 自治

体も それぞれある 。  

 

議長 【 その他】（ ２ ） 市内循環バス （ 系統： 西１ ０ ・ 西１ １ ） のＩ Ｃ 運賃

変更について 
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事務局 説明 ※資料７  

 

第２ 号委員 補足と なる が、 路線バス については、 ２ 年前から Ｉ Ｃ 運賃を １ ０ 円単

位で統一し ており 、 桶川市の循環バス のみ１ 円単位と なっ ている ため、

こ の機会に１ ０ 円単位に変更し ていただければと 思う 。  

 

議長 【 その他】 （ ３ ） 今後のス ケジュ ールについて 

 

事務局 説明 ※資料８  

 

  ～ 意見等なし  ～ 

 

議長  全体を 通し て他に意見等はある か。  

 

第７ 号委員  今後についての確認と なる が、 川越観光自動車㈱がＩ Ｃ 運賃を変更す

る と いう こ と で、 今後運賃協議分科会を 実施する と いう こ と だが、 その

時期はいつ頃を 予定し ている のか。  

 

事務局  令和８ 年５ 月～６ 月頃に次の公共交通会議を 開催し 、 循環バス を 道の

駅に乗り 入れる か否かを 協議し た後に、 その結果を 踏ま え、 運賃協議分

科会を開催でき ればと 考えている ため、 時期はその後になる と 想定し て

いる 。  

 

第２ 号委員  弊社のバス 事業を取り 巻く 環境と 今後の運賃について、 こ の場を お借

り し て、 説明さ せていただければと 思う 。 近年、 車両の維持費や人件費

の高騰に加え、 運転手不足の影響も あり 、 やむを 得ず減便を 行ったが、

国の改正基準によ り 、 運転手１ 人あたり の業務量が増えたため、 今後も

人件費や運送コ ス ト が増加し ていく 見込みである 。 社員の処遇改善や経

費の削減を 進めつつ、 人数を 適正な水準に戻し ていき たいが、 運転手不

足の解消には至っ ていない。 今後も 安定し たバス 運行を 継続し ていく た

めに、 さ ら なる 人材確保と それを 支える 経営基盤強化に努めていく 。  

 

第６ 号委員  「 生涯学習セン タ ー入口」 のバス 停から 道の駅へ向かう と 道の駅の裏

側から 行く こ と になる ため、 そのこ と も 考慮し て検討し ていただき た

い。 １ 人でも 多く の方が気軽に道の駅を 利用でき る よ う にする こ と が大

事だと 思う 。  

 




